平成27年度かかりつけ医等研修会開催要領
１　目　的
全国の自殺者は，平成24年に15年ぶりに３万人を下回ったものの，依然として深刻な状況であり，広島県でも毎年600人が亡くなり，備北地域は，県内でも自殺死亡率が高い状況が長年続いている。
自殺の主要な背景にはうつ病等の精神疾患があるが，心の健康問題を抱えた時，多くの者は身近なかかりつけ医を受診する。

そこで，かかりつけ医等医療関係者を対象に研修会を開催し，うつ病等の早期発見，早期治療及び精神科との連携等を含めた実践的な対応力の向上を図る。
２　対　象

　　医師及び看護師・保健師等　　

３　日時・場所
（１）日時

平成28年1月21日（木）　　18：45～20：30
（２）場所

　　　十日市コミュニティーセンター　２階　講座室
　　　（三次市十日市南一丁目２－18）

　　

４　内容
（１）アンケート調査結果報告（18：50～19：05）
「かかりつけ医のうつ病への対応及び精神科医との連携について」　

報告者　北部保健所職員
（２）講演（19：05～20：00）
　　「うつ病の理解と連携」
　　　　　講師　　医療法人新和会　三次病院　院長　　佐々木康吏先生
（３）ディスカッション（20：00～20：30）
座長：備北地域保健対策協議会　会長　鳴戸謙嗣先生
５　主　催

　　備北地域保健対策協議会　
６　参加申込み方法
　　別紙申込書により，ファックス等で受付ける。
